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１．はじめに 
Windows に対応したドライバー・ソースコードの雛形を生成するツールが数社から 
販売されています。ウイザード形式で簡単にドライバーを作成することができます。 
JUNGO の期間限定の評価パッケージを使用し、 
MEN D6 に実装されている FPGA にアクセスする WindowsXP 用のデバイスドライバー 
を生成してみました。 
ここでは、D6 FPGA のドライバーのソースコードの生成に焦点をあてました。 
ここに記載されていない項目については、 
Windows 用ドライバー開発ツールの検証 
を参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
３．MEN D6 
FPGA として、Altera Cyclone-II が実装されています。 
FPGA は PCI バスに接続しており、デバイスマネージャーから画面１のように見えます。 
 



 
 
画面１ 
この画面では、FPGA は 16Z044_DISP Framebuffer として認識されています。 
（あらかじめ、MEN の FPGA の IP である 16Z044_DISP のためのドライバーを 
組みこんでいるため、このように見えます。） 
 
 
 
 
 
５．WinDriver によるドラーバー・コードの生成 
 
WindDriver のウイザードから起動します。 
 
 



 

 
画面２ 
 
 

 

 
画面３ 
使用するのは評価版なので、Evaluate を選択します。 
 



 
 
画面４ 
PCI: Altera DeviceID 4d44 を選択します。 
 
Edit PCI registers → 画面５が現れます。Close で戻ります。 
Generate .INF file → 画面６に進みます。Inf ファイルを生成します。 
 
 
 
 



 
 
画面５ 
FPGA の Configuration Register の内容を見ることができます。 
Close で画面４に戻ります。 
 

 

 
画面６ 
Generate .INF file をクリックすると現れます。 
Display として認識されています。 
 
 



 

 
画面７ 
次へ 
 



 
 
画面８ 
OK をクリックすると、 
ドライバーのコードが生成されます。 
 



 
 
画面９ 
生成されたドラーバーのソースコードのホルダです。 
 
 
 
 



 
 
画面１０ 
 
 
６．その他 
Microsoft Visual Studio .NET をインストールしていないので、 
オブジェクトの生成には入れません。 
Microsoft Visual Studio .NET をインストールされていれば、 
自動的に Microsoft Visual Studio .NET に移行します。 
生成されたソースコードを参照下さい。 


